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商品券使用期限は12月31日（日） 
買って応援ふじいでら第 4 弾　レシート集めてスマイルア

ップ！に多数ご応募いただきありがとうございました。
ふじいでら暮らし応援商品券の使用期限は１２月３１日（日）

ですので、お忘れのないようご使用ください。
問合先
　藤井寺市商工会　☎939・7047
　月～金曜日 9時～17時30分（祝日を除く）

藤井寺市議会　第4回定例会
【本会議】　場所　8階議場
　12月6日（水）　一般質問
　12月7日（木）　一般質問、議案審議、委員会付託　
　12月19日（火）　委員長報告、採決
※議案説明は、11月28日に開催しました。

【常任委員会】　場所　8階委員会室
　◆12月12日（火）　民生文教常任委員会
　◆12月13日（水）　総務建設常任委員会
※各日10時から開催します。日程などは変更する場合があ

ります。
問合先　議会事務局（７階�番窓口）　☎939・1208

▲使える店舗

消防広域化へ
　災害への対応力向上をめざす！

10月１０日に、消防力向上を目的に、柏原市、富田林市、
河内長野市、羽曳野市、太子町、河南町、千早赤阪村、
藤井寺市によって大阪南消防組合の規約協議書調印式が行
われました。

今回の消防広域化により、災害への対応力が大きく向上
することで、市民の皆さまが安全に、安心して暮らせるよう
に、令和６年１月１日の大阪南消防組合の設置に向け協議を
進めていきます。
問合先　危機管理室消防・防犯担当（4階�番窓口）　
　☎939・1190

■藤井寺市の人口
令和5年10月末現在、（）内
は対前月の増減

人口  62,750人（－20）
男29,850人（－31）
女32,900人（+11）

世帯数  29,959世帯
（＋28）

【掲載内容に関する注意】
・市外局番「072」の場合、記載は省略しています。
　携帯電話やスマートフォンからお問い合わせの
　際は、「072」をつけて発信してください。

・費用・金額の記載がない場合は無料。
・申込方法の記載がない場合は事前申込不要。
・アイコンの説明
　☎ 電話　 FAX  ファックス　  電子メール
　 H  P  ホームページ
・QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。
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裏表紙 年末年始のごみ収集日
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問合先　秘書広報課広報担当（5階�番窓口）　☎939・1051

イラスト約50種類

年賀状デザイン5種類 ぬりえ4種類
ダウンロードは
こちらから！

■個別接種の予約について
・12歳以上の方の接種

Web サイト・コールセンターでの予約受付は１２月日程
分をもって終了となります。

令和６年１月以降に接種を希望する場合、医療機関に電
話などで直接予約の連絡をお願いします。
・12歳未満のお子様の接種

引き続き、市コールセンターでの予約受付となります。
※実施医療機関についての最新の状況や、新型コロナワク

チン全般についての問い合わせ・ご相談は引き続き市
のコールセンターまでお問合わせください。

予約方法
①右QR コードからＷｅｂサイトで
②藤井寺市新型コロナワクチン接種コールセ

ンターに電話で

予約・問合先　藤井寺市新型コロナワクチン
接種コールセンター　☎0570・00・3655
　※月～金曜日9時～17時30分（祝日除く）

新型コロナワクチン接種関連情報
環境にやさしく！

エコなアイデア　最優秀賞決定
みなさんのエコな取組みやアイデアを募集した「ふじいで

ら ECO アイデアコンテスト」の審査を行いました。
コンテストには、全２５件の申し込みがあり、最優秀賞、

優秀賞を決定しました。
最優秀賞

塩田　利果さん　「生ごみ減らして、野菜を増やす！」
これは、生ごみを乾

燥させて、またはその
まま庭の家庭菜園の畑
にまいてすき込むこと
で、厄介な生ごみを減
らせるうえに、まいた

野菜のかけらや種から里芋やイチゴなどの野菜が自然に生
えてきて、収穫もできるという取組みです。簡単にでき、
ごみの減量にも資源の再利用にもつながり一石二鳥です。 
みなさんも実践してみては？
▶その他の応募アイデアの一部をこちらで

紹介しています。
参加賞のマグボトルは㈱サンウエイより寄

贈いただきました。
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